
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   

 

 



    
 

 

 

2022 年度事業計画策定にあたって（事業のポイント） 

                                       ２ 

 

第５期中期ビジョン（2022-2026 年度）と 2022 年度事業の構成 

                                       ３ 

 

2022 年度の事業 

企業活力＋生産性ＵＰ／地域力＋都市力ＵＰ 

「企業価値の向上」 

チャレンジやイノベーションによる企業の再生および創造的発展 

                                       ４ 

「都市機能の高度化」 

宮城・東北をけん引し世界に誇れる仙台の都市機能向上による地方創生の実現 

                                       ６ 

「定住・交流・関係人口の拡大」 

住んで・訪れて・働いてよし。仙台に関わる全ての人が 

豊かさと楽しさを実感できる環境づくりとＱＯＬ（生活の質）向上 

                                       ８ 

組織力＋発信力ＵＰ 

「企業・地域・組織をつなぎ、支え、域内の基礎力をアップ」 

地域と地域企業が安定的かつ持続的に発展する基礎を築き、 

仙台商工会議所事業への参画促進を通して組織基盤を強化 

                                       10 

 

部会・女性会・青年部活動 

                                       12 

 

当所が事務局を担って運営する各種団体 

                                       13 

 

 

 



    
 

 

当所「第５期中期ビジョン（2022-2026 年度）」の１年目にあたる本年度は、

となる。そのため、仙台商工会議所としては、感染

拡大の波間にあってもたゆまぬ努力を続ける

。 

企業支援にあたっては、関係機関と連携しながら、仙台商工会議所の強みである伴走型支援によって

、ピンチをチャンスに変える

していく。加えて、 、ならびに

も引き続き行うとともに、会社を支える

を、企業・大学等と連携しながら進めていく。 

また、企業は、自社の成長に向けた生産性向上を図る上でも、社会的責任を果たす上でも、数多くの

課題解決に臨まなければならない状況に置かれている。ＳＤＧｓやカーボンニュートラル、デジタル化、

働き方改革などをはじめ、多岐にわたるこうした諸課題は、今や、その取り組みの有無が、国内外にお

けるビジネス上の取引条件として非常に重要視されるものとなっていることから、商工会議所としても、

していく。 

地域再生に向けては、感染拡大の状況を見極めつつ、コロナ禍において停滞した交流をさまざまな面

で活発化させていくことが重要となる。そのため、

とともに、次年度

（2023 年度）に予定されている東北学院大学五橋キャンパスの開校、次世代放射光施設の運用開始、さ

らには、その先を見据えた、市庁舎の建て替えや音楽ホール建設等、

していく。 

観光面においては、新型コロナウイルス感染症の収束状況により、世界的な観光客誘致競争に入って

いくことが予想される。そこで、

。 

本年度は、 にあたる。9,000 会員を超える地域総合経済団体とし

て組織基盤をより一層強固なものとするとともに、仙台が、これからも東北経済をけん引し、挑戦を続

け持続的に発展していく都市となるよう、仙台商工会議所は 2022 年度事業に全力で取り組んでいく。 

 

本事業計画は、第５期中期ビジョンで掲げた、①「企業価値の向上」、②「都市機能の高度化」、③「定

住・交流・関係人口の拡大」、④「企業・地域・組織をつなぎ、支え、域内の基礎力をアップ」の小目

標ごとにページを分け、「2022 年度事業の主な内容」を示している（一部再掲・重複あり）。 

 

 



    
 

 

第５期中期ビジョンは、計画期間（５年）のさらに先にある仙台の将来

像を展望し、宮城県の「新・宮城の将来ビジョン」、仙台市の「総合計画」

「都市計画マスタープラン」、当所「チャレンジシティ仙台」の内容を踏ま

えて策定した。 

本ビジョンは仙台商工会議所の考える「仙台の目指すべき姿」であり、

これを基に単年度事業に取り組んでいくことで、宮城・東北をけん引する

豊かでにぎわいある「仙台」づくりを、地域協創で進めるものである。 
 

地域から世界へ。いま以上に多くの人々が訪れ、暮らし、 

力強く飛翔する都市「仙台」づくりへの挑戦 
 

■ 震災・コロナ禍からの地域経済の再生 

■ 地方分散のチャンスをつかみ多様な人材が集いチャレンジし輝く街 

■ 地域特性と優位性を磨き、宮城・東北をけん引する選ばれる都市 
 

各取り組みを確実に目標達成につなげる強力な情報発信 

2022 年度事業の主な内容 2022 年度事業の主な内容 2022 年度事業の主な内容 

 

１．ビジネスチャンス、 

販路拡大・創出 

２．事業承継 

３．創業および 

創業後の経営安定化 

４．企業の人材確保・育成・定着 

５．経営・社会環境変化への対応 

６．自然災害・感染症等 

リスク対応／BCP(事業

継続計画)の普及啓発 

 １．仙台の基盤となる 

都市機能の強化 

２．市内商店街の活性化に 

よるにぎわい創出 

３．回遊都市を目指した 

環境整備 

４．新産業創出・活用 

５．関係機関と連携した各種 

インフラの整備・修繕等促進 

 

 １．人材の地元定着/教育機関と 

連携した若者の能力活用 

２．観光需要の喚起と 

受け入れ環境整備 

３．仙台空港の利活用促進 

４．地域資源やイベントを 

生かした域内観光の促進 

５．プロスポーツの活用 

６．国際交流都市としての 

機能強化 
      

2022 年度事業の主な内容 

 

１．要望・提言 

２．地域企業の経営力強化 

３．感染症対策と社会経済活動の両立 

４．交流・人脈形成 

５．多様な意見を取り入れた組織運営と会員組織力の強化 

６．役員・議員改選（次期 2022 年 11 月～2025 年 10 月）への対応 

７．会員企業の事業利用率・満足度向上/福利厚生支援・経営リスクへの備え 

８．情報発信力強化 
  

 

第５期中期ビジョンと 2022 年度事業計画の全文は当所ホームページで閲覧可。 

中期ビジョン：https://www.sendaicci.or.jp/aboutus/vision-medium.html 

事業計画  ：https://www.sendaicci.or.jp/aboutus/plan-report.html 
中期ビジョン   事業計画 



    
 

 

企業活力＋生産性ＵＰ／地域力＋都市力ＵＰ 

 

【第５期中期ビジョンで目指す項目】 

１ ビジネス拡大に向けた企業の  

２ 域内の技能継承・世代交代に向けた  

３ 都市の活力アップに向けた  

４ 。多様な働き方（リモート・兼業・

副業等）の利点を生かした人材の登用や地域内における人的資源の発掘・育成

５ 就労者のスキルアップ等による  

６ による、企業と従業員が互いに目標を達成

できる社会づくり 

７ 小規模事業者をはじめ地域全体での  

８ 特に  

９ グローバル化社会の中での  

10 ＢＣＰの策定などによる自然災害や感染症等の  
 

２０２２年度事業の主な内容 
 

１）  

２）販路回復・開拓支援事業コーディネーターによる商談会事前・事後指導の実施 

３）ザ・ビジネスモールなど電子商取引市場の活用促進 

４）消費者目線の商品開発の考え方や発信力強化に向けたセミナーの開催 

５）在仙メディアを呼んだ「新商品・新サービス合同プレス発表会」の開催 

６）全国で開催される展示・商談会出展への支援（出展費用補助等） 

７）企業の海外展開を支援する各種情報提供、中小企業海外ＰＬ保険制度などの普及推進、貿易関係

証明（原産地証明書、サイン証明等）の発給 

８）東北最大級の展示商談会「ビジネスマッチ東北」への実施協力 
 

１）  

２）経営者と後継者を対象とした「せんだい後継者みらい塾」や他機関と連携したセミナーの開催 

３）事業承継補助金の申請支援 

４）他の公的支援機関と連携した円滑な世代交代や第三者へのＭ＆Ａを含む事業承継支援 
 

１）

２）創業時および創業後の持続発展的経営の基礎を学ぶ「創業セミナー」の開催 

３）  

４）特定創業支援事業者として「法人設立時の登録免許税軽減措置」や「創業関連保証枠の拡大」な

どの特例付与を受けるための支援 

５）「創業応援助成金」等による地域経済の担い手である創業者の支援 



    
 

６）仙台市や日本政策金融公庫、関係機関との連携による面的支援 

７）   

８）仙台・東北から国内外のさまざまな課題解決に寄与するスタートアップ企業を連続的に生み出す

「スタートアップ・エコシステム」への参画 
 

１）

 

２）採用や労務、スキルアップ等、人材の定着・育成のほか、従業員の学び直しやリスキリング（職

業能力の再開発、再教育）にも生かせる、各種講習会、セミナー等の開催。

「会員向けＷＥＢセミナー」の利用促進 

３）各種検定試験の実施とネット試験方式の運用、積極的な普及推進（簿記、リテールマーケティン

グ、ビジネス実務法務、ビジネスマネジャー、ｅｃｏ、メンタルヘルス･マネジメント検定等） 

４）団体保険を活用した会員企業の経営リスクの担保および従業員等の福利厚生充実による人材確

保・定着、健康経営の推進 

５）

 

６）ビジネススキル向上等を目的とした「仙台商工会議所パソコン教室」の運営 
 

１）  

２）企業の新たなチャレンジを後押しする事業再構築補助金の申請支援 

３）

 

４）ＩＴコーディネーター等による個別相談対応、およびデジタル化・デジタルマーケティング推進、

税理士によるクラウド会計導入支援 

５）  

６）  

７）

８）日本商工会議所や全国５１５商工会議所ネットワークによる、カーボンニュートラルやＳＤＧｓ

等に地域企業が対応するための制度構築に関する提言・要望 

９）環境や社会とビジネスとの関係を理解し生かせる人材の育成に向けたｅｃｏ検定の普及推進 

10）

11）さまざまな経営課題に関するテーマ（感染症、ＳＤＧｓ、カーボンニュートラル、デジタル化・

ＤＸ、生産性向上、次世代放射光施設等）についての月報や講演会を通した情報提供 

 

１) 仙台市との協働によるＢＣＰを策定するためのセミナーの開催 

２）損害保険会社や専門家との連携によるＢＣＰ等の策定支援 

３）多様化する経営リスクに備えた会員向け保険制度（ビジネス総合保険、業務災害補償プラン、休

業補償プラン等）の普及促進 

  



    
 

 
【第５期中期ビジョンで目指す項目】 

１ 国内回帰・地方分散が進む中での仙台・宮城・東北の地域特性（首都圏との距離的優位性等）の発信

による、  

２ 域外市場産業を強化（地産外商を促進）することによる

 

３ 、定禅寺通・勾当

台エリア、青葉通周辺エリア、仙台駅東西エリアなど  

４ 西公園・青葉山エリア、広瀬川周辺をはじめとした、グリーンインフラと歴史・文化を生かした

 

５ 開発や投資を効率的に進め、かつ高齢化社会にも適応できる

。都心の整備効果を地下鉄沿線をはじめ仙台市全体に波及させることによる

６ 超高速通信時代を見据えたデジタル基盤（インフラ）の整備や、環境に配慮した移動手段の導入な

ど、  

７ 次世代放射光施設の活用や東北へのＩＬＣ誘致による  

８ 長期的視点で仙台の暮らしと経済を支える道路や港湾をはじめとした

 
 

２０２２年度事業の主な内容 

 

１）

 

（定禅寺通・勾当台エリア、青葉通、市庁舎建て替え、音楽ホール、県民会館跡地活用など） 

２）「定禅寺通エリアまちづくり基本構想」の実現に向けた連携・支援 

３）「せんだい都心再構築プロジェクト」との連携による新たな産業誘致・集積支援 

４）宮城県や仙台市との連携による、仙台空港・仙台塩釜港の貨物拡大を通じた背後地等拠点の産業

誘致・集積促進 

５）地下鉄南北線・東西線を生かしたまちづくりの推進 

 

 

１）「年末お客様感謝祭」の実施、「仙台七夕まつり」・「仙台初売り」等祭り・行事の伝統継承および

実施 

２）キャッシュレス推進、まちゼミ・まちバル、講習会など、商店街・商店会・業種団体への巡回強

化ならびに顧客開拓につながる取り組みへの支援 

３）仙台市中心部商店街通行量調査・路面店業種構成調査の実施およびデータ活用 

４）

５）「仙台市中心部商店街活性化協議会」との連携による、人流・買い物データを活用した街づくり・

店づくりの推進 

６）「国分町まちづくりプロジェクト」との事業連携（飲食・サービス業活性化事業の実施） 

７）周辺部商店街活性化に向けた取り組み 

 

 



    
 

１）  

 

２）次世代移動サービス「仙台ＭａａＳ」を活用した、街の回遊性向上を目指した取り組み 

３）  

 

１）

 

２）仙台市経済成長戦略 2023 に掲げる「光イノベーション都市・仙台」の実現に向けた取り組み 

３）地元大学・高専等学術機関や、産業支援機関、金融機関との産学官金連携による支援 

 

１）仙台東道路など高規格道路網整備や維持管理、高速バスターミナルなど交通結節機能強化・充実

に向けた取り組み 

２）仙台空港の機能強化・利用促進（国際定期路線の早期再開、24 時間化を活用した国内外の航空需

要喚起、貨物需要の掘り起こしなど）に向けた取り組み 

３）仙台国際貿易港の整備・利用促進（ポートセールスの実施、コンテナ定期航路の開設ならびに拡

充促進など）に向けた取り組み 

４）仙台貨物ターミナル駅移転による物流機能の強化および跡地における広域防災拠点の整備促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



    
 

 

【第５期中期ビジョンで目指す項目】 

１ 地域企業の魅力発信による や、教育など暮らしにまつわる情報提供等を通した

 

２ 。高齢者、外国人

なども含めた  

３ 結婚や出産、子育てのしやすい社会づくりで  

４ 世界規模の観光客誘致競争に向けた

 

５ と、観光客・留学生・就労者など  

６ 海外とのビジネス・観光交流拡大に向けた  

７ した、東北域内をはじめ近郊からの来訪者が楽しめる機能の磨き上げ。

 

８ ためのプロモーション活動の推進（教育旅行の誘致推

進、生涯需要の喚起等） 

９ 地域資源の再発掘、伊達文化・祭り・イベント等のコンテンツ活用による

 

10 による、街のにぎわいと交流活性化 

11  

12 ＭＩＣＥ誘致への対応力向上など  
 

２０２２年度事業の主な内容 

１）「地元企業と大学等の就職情報交換会」の開催等を通じた、地方回帰の傾向を踏まえた学生の地

元定着・ＵＩＪターンの促進 

２）

 

３）東北学院大学、宮城大学との包括的協定に基づく連携事業の実施 

４）「みやぎ・せんだい地域人材育成協働事業プラットフォーム」に基づく地元学生のキャリア支援、

地元定着推進 

５）

 

 

１）

 

２）

①せんだい・杜の都親善大使の選考および活用 

②「東北絆まつり 2022in 秋田」への参加・活用による東北の元気発信 

③６市・６祭り連携による首都圏等プロモーションへの参加 

④東北まつりネットワーク・東北六県商工会議所連合会と連携した「東北のまつりポータルサイト」

による東北の祭り・伝統行事の情報発信 

３）  



    
 

４）東北観光推進機構、宮城県、仙台市と連携した情報発信、おもてなしの強化 

５）仙台観光国際協会、宮城県観光連盟、ジャパンショッピングツーリズム協会東北支部、せんだい・

宮城フィルムコミッションとの連携協力 

６）訪日外国人回復・拡大に向けた受入態勢の整備促進を通じた滞在時間と域内消費の拡大（キャッ

シュレス決済の推進、免税店の拡大、Wi-Fi 環境や標識・標示の整備、接客等） 

７）震災の風評払拭・風化防止に向けた情報発信 

８）次世代移動サービス「仙台ＭａａＳ」を活用した、市内観光スポットとのネットワーク構築ㇸの

取り組み 
 

１）仙台空港における 24 時間化を活用した既存路線の維持・拡大、新規路線の誘致促進、アフター

コロナを見据えた運休路線再開に向けた各種活動 

２）宮城県・仙台市・仙台国際空港㈱をはじめとした関係機関との連携・協力による交流人口の拡大 

３）仙台を基点とした二次交通の充実ならびに利活用促進に向けた情報提供 
 

１）食・文化・歴史・祭りなど地域資源の磨き上げを通じた仙台の街の魅力向上推進 

２）マイクロツーリズムや東北域内観光の推進 

３）  

 

４）仙台七夕まつり、仙台初売りの継続実施による伝統継承と、年末お客様感謝祭等行事・イベント

の継続実施  

５）祭り・イベント・文化催事等の運営・支援 

①  

②「仙台初売り」の実施と今後のあり方検討 

③「仙台七夕花火祭｣、「仙台・青葉まつり｣、「SENDAI 光のページェント｣の共催 

④「定禅寺ストリートジャズ・フェスティバル IN 仙台」、「仙台クラシックフェスティバル」、「み

ちのく YOSAKOI まつり」への支援 

６）  
 

１）「東北楽天ゴールデンイーグルス」、「ベガルタ仙台」、「仙台 89ＥＲＳ」、「マイナビ仙台レディー

ス」等への支援 

２）「スポーツコミッションせんだい」への参画によるスポーツイベント等を通じた誘客ならびに受

入態勢の整備促進 
 

１）

２）国際・全国会議、学会等（ＭＩＣＥ）参加者による都心回遊性の拡大 

３）「仙台の夕べ」の共催 

４）国際経済交流の推進 

①宮城ＥＵ協会、宮城県日韓親善協会の運営 

②七十七銀行との「海外ビジネス支援等に関する協力協定」に基づく海外との経済交流推進 

③業務提携を結んでいる台湾・台北市進出口商業同業公会との交流促進 

④友好協定を締結している韓国・光州商工会議所との交流促進 



    
 

組織力＋発信力ＵＰ 

 
【第５期中期ビジョンで目指す項目】 

１ 規制緩和など地域企業が経済活動をしやすい環境整備に向けた  

２ 目まぐるしい経営環境の変化に対応するための  

３ 地域間、産学官金、経済団体、その他関係機関との  

４  

５ 企業の求める情報を迅速に分かりやすく伝える  

６ と、活用を促すための取り組み・事業の周知・発信 
 

２０２２年度事業の主な内容 
 

１） （新型コロナウイルス感染症対策・地域経済社会活動への対応、インフラ整備・産業支援の

継続、交流人口拡大、震災復興の先を見据えた予算措置・風評払拭への取り組み強化、国内外か

らの多様な人材を呼び込む未来型産業の集積実現、最低賃金の現行水準維持 等） 

２） （都市機能強化、道路、空港、港湾等インフラ整備、地域の産業競争力強化、税制改正、

規制・制度改革 等） 

 

１）

２）「経営発達支援計画」に基づいた小規模支援施策の実施 

①経営環境の変化に対応した経営状況の分析、経営計画の策定支援 

②商工会議所から日本政策金融公庫へ推薦するマル経融資などによる資金調達支援 

③小規模事業者持続化補助金等の申請支援 

④中小企業診断士や税理士、弁護士、社会保険労務士、ＩＴコーディネーター等による経営課題解

決に向けた専門家相談の実施 

⑤小規模事業者の経営状況把握のための調査の実施（仙台市と共同で実施する「仙台市地域経済動

向調査」、全国中小企業景況調査、商工会議所ＬＯＢＯ調査、中心部商店街「通行量調査」など） 

３）「経営革新等認定支援機関」としての中小・小規模事業者支援の実施 

①「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金」等補助金申請に伴う経営計画の策定支援 

②各種税制措置等が受けられる「経営革新計画」や「経営力向上計画」、「先端設備等導入計画」の

策定支援 

４）地元大学・高専等学術機関や、産業支援機関、金融機関との産学官金連携による支援 

 

１）当所、みやぎ仙台商工会、仙台市との３者連携の「仙台 感染症対策・地域循環プロジェクト」に

よる感染防止対策と社会経済活動の両立に向けた運動の実施 

２）市民や経済界への消費喚起・マインド醸成による経済循環の創出 

３）  

４）小売店やサービス業等で買い物客が安全な買い物・サービスを利用できる環境づくりの支援 

 

１）

 



    
 

２）人脈形成およびビジネスチャンス拡大につながる、業種別やさまざまなテーマによる異業種交流

会の実施（新入会員、支店長、パートナー発掘、オンライン交流会等） 

３）部会活動（合同部会、部会総会、部会常任委員会、講演会、視察会、分科会等） 

４）女性会・青年部運営を通じた会員相互の親睦・連携とネットワークの構築 

５）３都市（仙台・米沢・会津若松）商工会議所工業部会交流会の実施 

 

１）各種会議などの運営（議員総会、常議員会、執行部会、議員懇談会、顧問・参与懇談会、部会活

動、委員会：運営委員会、財政委員会、表彰審査委員会、広報委員会、税務対策委員会 等） 

２）議員懇談会による会員企業のニーズ掌握 

３）10,000 会員を見据えたさらなる組織強化に向け、全組織（役員・議員・職員）が一体となった会

員増強運動の実施 

４）会員台帳および特定商工業者法定台帳の作成、管理・運用 

５）各種外郭団体の運営 

 

１）役員の選任 

２）議員の選挙・選任 

３）部会役員の選任 

 

１）会員サービスの向上を目的とした、継続的な会員訪問による会員企業のニーズの掌握および各種

会員サービスメニューの拡充・利用促進を通じた会員継続率の向上 

２）仙台商工会議所活用ガイドブックの発行による、事業の活用促進およびサービスメニューの利用

率・満足度の向上 

３）優良従業員表彰、創業・創立記念事業所表彰の実施 

４）「商工会議所共済あおば」等の共済制度を活用した福利厚生支援 

５）特定退職金共済制度・小規模企業共済による退職金準備 

６）経営リスクに備えるための各種保険制度による支援（ビジネス総合保険制度、休業補償プラン、

業務災害補償プラン、情報漏えい賠償責任保険、海外危機対策プラン、経営セーフティ共済 等） 

７）医療機関等と連携した人間ドックや女性検診の普及 

８）メンタル面を含めた健康管理に関する検定試験・講演会等による健康経営への取り組み支援 

９）労働保険の事務代行による効率化支援 

10）商工会議所会館会議室の割引利用 

 

１）

２）新聞・テレビ・ラジオ・ウェブなど多様なツール・各種メディアを活用した、地域社会に対する

会議所活動の情報発信 

３）各種事業のオンライン化によるサービスの提供（ハイブリッド式講演会、オンライン相談・交流

会等）、多岐にわたる会員ニーズに迅速に対応するための業務効率化に向けたデジタル化推進 

４）さまざまな経営課題に関するテーマ（感染症、ＳＤＧｓ、カーボンニュートラル、デジタル化・

ＤＸ、次世代放射光施設等）についての月報や講演会を通した情報提供 

 

 

  



    
 

 

 

 

各部会・女性会・青年部の 2022 年度の主な活動 

小売商業部会 

・常任委員会・全部会員向け講演会 

（商店街活性化、街づくり、都心プロジェクト等地域動向、ＤＸなど） 

・先進地視察会（視察地未定） 

 

卸売商業部会 

・常任委員会（カーボンニュートラル、ＳＤＧｓ、働き方改革と生産性向上など） 

・全部会員向け講演会（世界経済動向、５Ｇの取り組みなど） 

・先進地視察会（視察地未定） 

・卸売業関係機関との連携事業の実施 

 

工業部会 

・常任委員会（生産性向上への取り組み、働き方改革、カーボンニュートラルなど） 

・他都市商工会議所工業部会との交流事業 

・先進地視察会（視察地未定） 

・次世代放射光施設の利活用に向けた情報発信 

 

貿易部会 

・常任委員会（カーボンニュートラル・エネルギー・防災など社会課題への対応） 

・海外経済情報の提供 

・仙台空港ならびに仙台塩釜港の利用促進 

・貿易振興策に関する検討 

 

理財部会 

・常任委員会（世界・日本経済、人工知能、防災、地域の新たな取り組みなど） 

・全部会員向け講演会（日本銀行仙台支店長講演会 2023 年の日本経済・財政を考える） 

・先進地視察会（防災集団移転跡地 など） 

 

不動産部会 

・常任委員会（不動産関連動向、市内各種プロジェクト、他都市まちづくり先進事例など） 

・全部会員向け講演会 

・先進地視察会（視察地未定） 

・親睦ゴルフ大会 

 

交通運輸部会 

・常任委員会（交通関連施策・ＳＤＧｓ･ＤＸ促進など社会課題への対応） 

・交通運輸業の振興策の検討 

・交通運輸業における働き方改革・人材確保などの課題検討 

 

 

 

 

 



    
 

文化観光部会 

・常任委員会・全部会員向け新春講演会 

（地域ブランディング、伊達文化、インバウンド、街づくり、都心プロジェクト等地域動向など） 

・飲食・物販向け事業の実施 

・先進地視察会（視察地未定） 

・全国商工会議所観光振興大会 in松山への参加（6/1～3） 

 

全部会合同常任委員会 

・仙台市内における主なプロジェクトの動向 

 

女性会 

・常任委員会（会員の資質向上、女性活躍推進、ＳＤＧｓなど） 

・先進地視察会（視察地未定） 

・女性起業家に対する支援 

・他商工会議所女性会、他女性団体との交流 

 

青年部 

・研修事業 

（会員企業による新規事業創出促進事業ほか、会員企業の資質向上・成長に向けた研修事業など） 

・街づくり活性化事業の実施 

（インバウンド促進事業、行政の中堅職員との意見交換を行う「伊達な風会議」、政策提言など） 

・ビジネスネットワークの充実（会員間ならびに他団体との交流事業など） 

・組織運営の強化（青年部プロモーション事業など） 

・20 周年記念事業 

・次代を担う経営者や地域に必要な人材の育成支援 

 

 

 

 

 

①仙台七夕まつり協賛会 

②仙台空港国際化利用促進協議会 

③仙台国際貿易港整備利用促進協議会 

④仙台都市圏自動車専用道路整備促進期成会 

⑤楽天イーグルス・マイチーム協議会 

⑥仙台珠算連盟 

⑦仙台防火委員会 

⑧宮城県商工会議所連合会 

⑨宮城県商工会議所女性会連合会 

⑩宮城県商工会議所青年部連合会 

⑪宮城県日韓親善協会 

⑫宮城県珠算連盟連絡協議会 

⑬宮城県自衛隊退職者雇用協議会 

⑭宮城県観光土産品公正取引協議会 

⑮宮城ＥＵ協会 

⑯東北六県商工会議所連合会 

⑰東北六県商工会議所女性会連合会 

⑱東北六県珠算連盟連絡協議会 

⑲東北六県自衛隊退職者雇用協議会会長会 

⑳東北地方税務関係団体連絡協議会 

 


